
行政評価事務事業一覧

事業番号 細事業名称
4-07-01 警防体制の充実 09018_01 消防自動車整備事業
4-07-01 警防体制の充実 09023_01 消防団詰所整備事業
4-07-01 警防体制の充実 09025_01 消防水利整備事業
4-07-01 警防体制の充実 09028_01 消防資機材整備
4-07-01 警防体制の充実 09065_01 別子山地区消防業務委託
4-07-01 警防体制の充実 09088_01 消防職員特別研修費
4-07-02 予防体制の充実 09083_01 高圧ガス保安対策推進費
4-07-03 救急救助体制の充実 09091_01 救急体制整備事業
4-07-04 消防団の活性化 09098_01 消防団員準中型免許取得費補助金

基本計画

　【まちづくりの目標4_都市基盤・防災・防犯・消防】

　　施策　4-7_消防体制の充実



事後評価 2024 09018_01

細事業名

施策

担当課

数値

当初予算額 年度末予算額 決算額

2,022 269,097 269,097 87,542

0 0 0 0

235,600 235,600 84,200

0 33,497 33,497 3,342

2,022 0 0 0

令和4年度 令和5年度 令和6年度中間値 令和6年度 令和7年度

目標値 1 1 4 4 5

実績 1 1 0 2 ―

妥当性 高い 有効性 高い 効率性 高い

事業の方向

予算の方向

令和6年度事務事業評価表

I 基礎情報

事業名（行目名称） 消防自動車整備事業 消防自動車整備事業

警防体制の充実 警防課

Ⅱ　事務事業の実施概要

総合
計画

まちづくり 都市基盤・防災・防犯・消防 消防体制の充実

基本計画

Ⅳ　指　標

消防自動車整備計画に基づき、消防自動車の更新整備する。

目　的
（どんな状態にしたいのか）

市民が安心して生活できること目指し、複雑多様化する各種災害に対応するために最新鋭の消防自動車の更新整備を行い、車両の
オートメーション化、軽量化が図られることにより、安全・確実・迅速に災害対応を実施することができる。

Ⅲ　投入費用

実施年度
令和5年度


決算額（千円）

令和6年度（千円） 令和6年度事業の主な経費（千円）※当初予算ベース

〇旅費　255千円

〇役務費　230千円

〇備品購入費　268,259千円

〇公課費　353千円

経費

事
務
事
業
内
容

対　象（誰・何を） 市民・消防団員・消防職員 11,5920人

手　段
（どうやって）

財
源

県・国支出金

地方債

その他

一般財源

成果 総合評価（令和6年度） Ａ：計画通りに事業を進めることが適当

成果指標名（計算式）

消防自動車更新台数（台）

Ⅴ　事中評価

評価視点

事業が半年経過し生じた課題等 現状のまま維持する

車両安全対策装備の義務化や免許制度の改正に伴い、消防車両の仕様について今後も見直しを行いながら対応していく。

翌年度予算の要求方針（改革・改善案等） 拡大

有利な財政措置を担当部局と継続検討しながら、消防自動車整備計画に基づき実施する。

Ⅵ　事後評価

４台更新予定で２台は６年度中に納車されたが残り２台は今年度１０月頃納車予定。昨今の社会情勢によりシャシが確保できず延期となった。



事後評価 2024 09023_01

細事業名

施策

担当課

数値

当初予算額 年度末予算額 決算額

48,387 339,357 339,357 275,088

0 0 0 0

38,800 326,800 326,800 263,200

9,587 12,557 12,557 11,888

0 0 0 0

令和4年度 令和5年度 令和6年度中間値 令和6年度 令和7年度

目標値 100 100 0 100 100

実績 100 100 0 100 ―

妥当性 高い 有効性 高い 効率性 高い

事業の方向

予算の方向

令和6年度事務事業評価表

I 基礎情報

事業名（行目名称） 消防分団詰所整備事業 消防団詰所整備事業

警防体制の充実 消防総務課

Ⅱ　事務事業の実施概要

総合
計画

まちづくり 都市基盤・防災・防犯・消防 消防体制の充実

基本計画

Ⅳ　指　標

新居浜市アセットマネジメント推進基本方針に基づく長寿命化改修工事を計画的に実施する。

目　的
（どんな状態にしたいのか）

市民の安心・安全を守る身近な防災拠点としての性能が確保できる施設整備を推進する。

Ⅲ　投入費用

実施年度
令和5年度


決算額（千円）

令和6年度（千円） 令和6年度事業の主な経費（千円）※当初予算ベース

〇需用費　1,300千円

〇委託料　16,263千円

〇工事請負費　321,794千円

経費

事
務
事
業
内
容

対　象（誰・何を） 消防団詰所 24詰所

手　段
（どうやって）

財
源

県・国支出金

地方債

その他

一般財源

成果 総合評価（令和6年度） Ａ：計画通りに事業を進めることが適当

成果指標名（計算式）

改修工事施工率（％）
（工事施工詰所数／施工計画詰所数）

Ⅴ　事中評価

評価視点

事業が半年経過し生じた課題等 現状のまま維持する

地域防災拠点施設である消防団詰所は、建設後、相当年数を経過している施設が多く、老朽化が著しい状況であるため、今後もアセットマネジメント推進基本方針
に基づき長寿命化を図りながら、大規模改修工事や設備機能回復工事を実施していくことで、消防団詰所としての必要な性能を確保するとともに、ライフサイクルコ
ストの縮減に努めることができる。なお、金子南分団詰所は、上半期に設計を実施すること、角野分団詰所は、工期が長いことから、工事完了は下半期を予定してい
る。

翌年度予算の要求方針（改革・改善案等） 現状維持

アセットマネジメント推進基本方針や消防団詰所整備計画等に基づき、計画的に整備工事を実施する予定であるが、整備詰所数や工事内容により事業費は年度ご
とに流動的となる見込みである。

Ⅵ　事後評価

各地域における最前線の災害活動拠点施設である消防団詰所を有効活用するためには、引き続き新居浜市アセットマネジメント推進基本方針に基づき長寿命化を
図りながら、併せて設備機器等の老朽化に対しては、大規模改修工事など計画的に実施し、機能回復に努めていくことが必要である。



事後評価 2024 09025_01

細事業名

施策

担当課

数値

当初予算額 年度末予算額 決算額

8,178 2,638 14,268 14,164

0 0 0 0

0 0

0 0 0 0

8,178 2,638 14,268 14,164

令和4年度 令和5年度 令和6年度中間値 令和6年度 令和7年度

目標値 17 17 17 17 17

実績 9 9 0 10 ―

妥当性 高い 有効性 高い 効率性 高い

事業の方向

予算の方向

令和6年度事務事業評価表

I 基礎情報

事業名（行目名称） 消防水利整備事業 消防水利整備事業

警防体制の充実 警防課

Ⅱ　事務事業の実施概要

総合
計画

まちづくり 都市基盤・防災・防犯・消防 消防体制の充実

基本計画

Ⅳ　指　標

消防職員・消防団員等による地水利調査の報告に基づき、消防水利の補修等を行う。また、水道局が実施している水道配水管工事に伴
う分担金を支出し、消防水利の新設・移設等を行う。

目　的
（どんな状態にしたいのか）

消防水利は消防用機械器具とともに、消防機関が消火活動を行う上で最も重要なものであるため、消防水利不足地域への消防水利の
設置並びに宅地造成・道路拡張工事に伴う消防活動上有効な消防水利の設置、また消防水利の補修を計画的に実施し、消防水利の確
保と維持管理をする。

Ⅲ　投入費用

実施年度
令和5年度


決算額（千円）

令和6年度（千円） 令和6年度事業の主な経費（千円）※当初予算ベース

〇需用費　2,638千円

経費

事
務
事
業
内
容

対　象（誰・何を） 市民・消防団員・消防職員 11,5920人

手　段
（どうやって）

財
源

県・国支出金

地方債

その他

一般財源

成果 総合評価（令和6年度） Ａ：計画通りに事業を進めることが適当

成果指標名（計算式）

水利設置数（基）

Ⅴ　事中評価

評価視点

事業が半年経過し生じた課題等 現状のまま維持する

萩生岸ノ下民有地における防火水槽撤去が完了した。水利設置に関しては、水道局と調整しながら計画的に実施する。

翌年度予算の要求方針（改革・改善案等） 現状維持

消防分担金に関しては、実績に応じ補正対応をしている。補修については、水利施設の老朽化が進行している中で計画的に実施していく。

Ⅵ　事後評価

水道管布設替えによる新設・移設消火栓10ヵ所を、水道局と協議しながら実施できた。また、補修及び撤去の必要な消防水利に関しても計画通り実施できた。



事後評価 2024 09028_01

細事業名

施策

担当課

数値

当初予算額 年度末予算額 決算額

8,654 8,620 8,620 8,607

0 0 0 0

0 0

0 0 0 0

8,654 8,620 8,620 8,607

令和4年度 令和5年度 令和6年度中間値 令和6年度 令和7年度

目標値 100 100 100 100 100

実績 100 100 50 100 ―

妥当性 高い 有効性 高い 効率性 高い

事業の方向

予算の方向

令和6年度事務事業評価表

I 基礎情報

事業名（行目名称） 消防資機材整備費 消防資機材整備

警防体制の充実 警防課

Ⅱ　事務事業の実施概要

総合
計画

まちづくり 都市基盤・防災・防犯・消防 消防体制の充実

基本計画

Ⅳ　指　標

年次計画に基づき消防資機材の更新整備

目　的
（どんな状態にしたいのか）

消防資機材の維持管理を図るため、点検・整備を実施することにより、更新年限までの間、資機材の機能低下を防ぐことを目的とする。ま
た、更新計画の見直しを図り、優先的な資機材を更新整備する。

Ⅲ　投入費用

実施年度
令和5年度


決算額（千円）

令和6年度（千円） 令和6年度事業の主な経費（千円）※当初予算ベース

〇需用費　598千円

〇備品購入費　8,022千円

経費

事
務
事
業
内
容

対　象（誰・何を） 市民・消防職員
11,5920


11,5920人

手　段
（どうやって）

財
源

県・国支出金

地方債

その他

一般財源

成果 総合評価（令和6年度） Ａ：計画通りに事業を進めることが適当

成果指標名（計算式）

消防資機材更新率（％）

Ⅴ　事中評価

評価視点

事業が半年経過し生じた課題等 現状のまま維持する

消防資機材のガイドラインの見直しにより、資機材の安全性及び機能性の向上が求められる。

翌年度予算の要求方針（改革・改善案等） 現状維持

年次計画の見直しを適時確実に行い、優先的な消防資機材の更新整備を実施する。

Ⅵ　事後評価

予定通り購入配備することができた。



事後評価 2024 09065_01

細事業名

施策

担当課

数値

当初予算額 年度末予算額 決算額

21,100 21,100 21,100 21,100

0 0 0 0

0 0

0 0 0 0

21,100 21,100 21,100 21,100

令和4年度 令和5年度 令和6年度中間値 令和6年度 令和7年度

目標値 28 28 28 28 28

実績 28.6 31.2 31.5 ―

妥当性 高い 有効性 高い 効率性 高い

事業の方向

予算の方向

令和6年度事務事業評価表

I 基礎情報

事業名（行目名称） 別子山地区消防業務委託費 別子山地区消防業務委託

警防体制の充実 消防総務課

Ⅱ　事務事業の実施概要

総合
計画

まちづくり 都市基盤・防災・防犯・消防 消防体制の充実

基本計画

Ⅳ　指　標

四国中央市消防本部に救急業務及び消防業務を委託する。

目　的
（どんな状態にしたいのか）

別子山地区の消防・救急業務における初動体制を充実させ、被害の軽減を図る。

Ⅲ　投入費用

実施年度
令和5年度


決算額（千円）

令和6年度（千円） 令和6年度事業の主な経費（千円）※当初予算ベース

〇委託料　21,100千円

経費

事
務
事
業
内
容

対　象（誰・何を） 別子山地区住民 11７

手　段
（どうやって）

財
源

県・国支出金

地方債

その他

一般財源

成果 総合評価（令和6年度） Ａ：計画通りに事業を進めることが適当

成果指標名（計算式）

災害覚知から現場到着に要する時間（平均）

Ⅴ　事中評価

評価視点

事業が半年経過し生じた課題等 現状のまま維持する

別子山地区の安全・安心を守るためには、消防・救急業務における初動体制の充実を確立する必要がある。そのため、引き続き四国中央市への消防・救急業務の
一部を委託することが適切である。

翌年度予算の要求方針（改革・改善案等） 現状維持

別子山地区の消防・救急体制維持のため、引き続き業務を四国中央市に委託する。

Ⅵ　事後評価

別子山地区住民に対する消防、救急及び救助活動を安定的かつ迅速に提供するためには、引き続き四国中央市へ業務委託することが必要であり、コスト的にもメ
リットがある。



事後評価 2024 09088_01

細事業名

施策

担当課

数値

当初予算額 年度末予算額 決算額

8,999 10,153 10,153 8,352

0 0 0 0

0 0

783 751 751 658

8,216 9,402 9,402 7,694

令和4年度 令和5年度 令和6年度中間値 令和6年度 令和7年度

目標値 100 100 40 100 100

実績 100 100 40 91.6 ―

妥当性 高い 有効性 高い 効率性 高い

事業の方向

予算の方向

令和6年度事務事業評価表

I 基礎情報

事業名（行目名称） 消防職員特別研修費 消防職員特別研修費

警防体制の充実 消防総務課

Ⅱ　事務事業の実施概要

総合
計画

まちづくり 都市基盤・防災・防犯・消防 消防体制の充実

基本計画

Ⅳ　指　標

消防学校等教育機関に入校

目　的
（どんな状態にしたいのか）

市民の生命、身体及び財産を火災等の災害から保護し、災害による被害を軽減するほか、災害等による傷病者の搬送を適正に行うため
必要な知識、技術及び資格を習得させる。

Ⅲ　投入費用

実施年度
令和5年度


決算額（千円）

令和6年度（千円） 令和6年度事業の主な経費（千円）※当初予算ベース

〇旅費　3,209千円

〇需用費　1,515千円

〇役務費　80千円

〇使用料及び賃借料　50千円

〇負担金補助及び交付金　5,290千円

〇公課費　9千円

経費

事
務
事
業
内
容

対　象（誰・何を） 消防吏員 148人

手　段
（どうやって）

財
源

県・国支出金

地方債

その他

一般財源

成果 総合評価（令和6年度） Ａ：計画通りに事業を進めることが適当

成果指標名（計算式）

計画している研修等への派遣率（％）

Ⅴ　事中評価

評価視点

事業が半年経過し生じた課題等 現状のまま維持する

愛媛県消防学校の初任教育・救助科、救急救命九州研修所の救急救命士養成研修へ職員を派遣しており、知識技能の修得、体力の錬成、規律の保持等を通じて
能率的に職務を遂行し得る有能な消防人の育成が実施できている。

翌年度予算の要求方針（改革・改善案等） 現状維持

災害の多様化・大規模化に的確に対応するためには、消防職員の育成が必要不可欠であり、災害対応に必要な知識及び技能の修得を図るため、引き続き教育機
関及び専門機関等への研修派遣を実施していく。

Ⅵ　事後評価

消防職員としての職責や使命を果たすために必要な知識や技能を習得するため、今後も専門的な教育機関等への研修派遣の継続は必要である。



事後評価 2024 09083_01

細事業名

施策

担当課

数値

当初予算額 年度末予算額 決算額

10,819 13,056 13,056 10,451

0 0 0 0

0 0

10,819 13,056 13,056 10,451

0 0 0 0

令和4年度 令和5年度 令和6年度中間値 令和6年度 令和7年度

目標値 0 0 0 0 0

実績 4 1 3 3 ―

妥当性 高い 有効性 高い 効率性 高い

事業の方向

予算の方向

令和6年度事務事業評価表

I 基礎情報

事業名（行目名称） 高圧ガス保安対策推進費 高圧ガス保安対策推進費

予防体制の充実 予防課

Ⅱ　事務事業の実施概要

総合
計画

まちづくり 都市基盤・防災・防犯・消防 消防体制の充実

基本計画

Ⅳ　指　標

・許認可申請に係る審査や検査、違反是正を適正に行える担当職員を養成する研修等への出席
・事務処理マニュアル等の作成
・対象施設の実態を把握するための保安及び立入検査の実施
・施設台帳等の管理システムの構築

目　的
（どんな状態にしたいのか）

・専門職員の育成
・審査・検査体制の構築

Ⅲ　投入費用

実施年度
令和5年度


決算額（千円）

令和6年度（千円） 令和6年度事業の主な経費（千円）※当初予算ベース

〇旅費　422千円

〇需用費　189千円

〇委託料　12,392千円

〇備品購入費　20千円

〇負担金補助及び交付金　33千円

経費

事
務
事
業
内
容

対　象（誰・何を） 高圧ガス製造等事業者、液化石油ガス販売事業者等のうち対象事業者 129事業者

手　段
（どうやって）

財
源

県・国支出金

地方債

その他

一般財源

成果 総合評価（令和6年度） Ａ：計画通りに事業を進めることが適当

成果指標名（計算式）

事故件数

Ⅴ　事中評価

評価視点

事業が半年経過し生じた課題等 現状のまま維持する

経験の浅い職員育成のため、各種研修の受講の機会を確保できており、効果的に業務に必要な知識やスキルを身につけることができている。

翌年度予算の要求方針（改革・改善案等） 現状維持

継続して各種研修の受講機会を確保し、人材育成や担当職員のレベルアップに努め、効果的かつ効率的な審査・検査体制の構築を図る。

Ⅵ　事後評価

令和６年度中の市内高圧ガス事業所における事故は３件となり、再び増加傾向に転じた。事故の原因は誤判断や確認不足等、ヒューマンエラーであるものが多く、
引き続き事業所に対して自主保安の積極的な推進を呼びかけていくこととする。また、令和６年度中、経済産業省や高圧ガス保安協会が開催する研修やセミナーも
対面式に戻るものが多くあり、担当職員のスキルアップを図るため、引き続き積極的に参加していくこととする。



事後評価 2024 09091_01

細事業名

施策

担当課

数値

当初予算額 年度末予算額 決算額

2,707 4,105 4,105 2,902

0 0 0 0

0 0

0 0 0 0

2,707 4,105 4,105 2,902

令和4年度 令和5年度 令和6年度中間値 令和6年度 令和7年度

目標値 3 3 3 3 3

実績 2 １ １ 3 ―

妥当性 高い 有効性 高い 効率性 高い

事業の方向

予算の方向

令和6年度事務事業評価表

I 基礎情報

事業名（行目名称） 救急体制整備費 救急体制整備事業

救急救助体制の充実 警防課

Ⅱ　事務事業の実施概要

総合
計画

まちづくり 都市基盤・防災・防犯・消防 消防体制の充実

基本計画

Ⅳ　指　標

現在まで本消防として、プレホスピタル・ケアの充実強化に向け次のとおり取り組んでいる。１．事後検証の実施　　県MC体制検討委員会
から定めらめた救急事案について検証医師が救急活動の検証を行い、その結果を救急救命士の資質向上に役立て、また本市・地域で
の症例検討会を実施し今後の救急活動に活かす。２．再教育の実施県MC体制検討委員会から定められた再教育ポイントの取得を目指
し病院実習で４８ポイント、学術集会・研修会、実技技能教育（JPTEC,ICLSなど）、症例検討会・勉強会等で８０ポイント以上を取得する。

目　的
（どんな状態にしたいのか）

日毎に高度化する救急医療への対応と応急処置の更なる質の向上を図るための再教育を実施し、また気管挿管や薬剤投与の高度救
命処置を実践できる救急救命士を多数育成する。

Ⅲ　投入費用

実施年度
令和5年度


決算額（千円）

令和6年度（千円） 令和6年度事業の主な経費（千円）※当初予算ベース

〇報償費　32千円

〇旅費　59千円

〇需用費　40千円

〇役務費　250千円

〇委託料　1,400千円

〇備品購入費　364千円

〇負担金補助及び交付金　1,960千円

経費

事
務
事
業
内
容

対　象（誰・何を） 救急救命士（実働） 28人

手　段
（どうやって）

財
源

県・国支出金

地方債

その他

一般財源

成果 総合評価（令和6年度） Ａ：計画通りに事業を進めることが適当

成果指標名（計算式）

気管挿管認定救急救命士
（気管挿管）

Ⅴ　事中評価

評価視点

事業が半年経過し生じた課題等 現状のまま維持する

令和５年度に気管挿管資格取得予定の１名が令和６年度に資格取得となった。気管挿管資格取得には、指導医師との調整が必要である。令和６年度の気管挿管資
格取得予定の３名のうち１名は実習終了までの日時を要する可能性がある。今後も、実習医療機関をはじめ、指導医師との調整及び連携を図っていく必要がある。

翌年度予算の要求方針（改革・改善案等） 現状維持

日々、高度化する救急医療への対応が必要不可欠であるため、救急救命士の知識・技術の向上を図り、一人でも多くの人を救命するために現状維持が妥当であ
る。

Ⅵ　事後評価

令和６年度の気管挿管の実績は目標値達成することが出来た。気管挿管は、患者の同意及び指導医師との調整が必要なため、長期的になる事も考慮しなければ
ならないが、指導医師との調整を密にしていくことで目標値の達成を目指していく。救命率の向上には必要不可欠である高度救命処置の一つである気管挿管は、計
画的に救急救命士を派遣し育成することが重要であることから、今後も計画的に事業を進めることが適当である。



事後評価 2024 09098_01

細事業名

施策

担当課

数値

当初予算額 年度末予算額 決算額

500 500 82

0 0 0 0

0 0

0 0 0

500 500 82

令和4年度 令和5年度 令和6年度中間値 令和6年度 令和7年度

目標値 0 100 100

実績 0 20 ―

妥当性 高い 有効性 高い 効率性 高い

事業の方向

予算の方向

令和6年度事務事業評価表

I 基礎情報

事業名（行目名称） 消防団員活動支援事業費 消防団員準中型免許取得費補助金

消防団の活性化 消防総務課

Ⅱ　事務事業の実施概要

総合
計画

まちづくり 都市基盤・防災・防犯・消防 消防体制の充実

基本計画

Ⅳ　指　標

準中型免許取得に要する経費を補助する。

目　的
（どんな状態にしたいのか）

市民の生命、身体、財産を火災等の災害から保護し、災害による被害を軽減するために必要な資格を習得させる。

Ⅲ　投入費用

実施年度
令和5年度


決算額（千円）

令和6年度（千円） 令和6年度事業の主な経費（千円）※当初予算ベース

〇負担金補助及び交付金　500千円

経費

事
務
事
業
内
容

対　象（誰・何を） 消防団員

手　段
（どうやって）

財
源

県・国支出金

地方債

その他

一般財源

成果 総合評価（令和6年度） Ａ：計画通りに事業を進めることが適当

成果指標名（計算式）

計画している資格の取得率

Ⅴ　事中評価

評価視点

事業が半年経過し生じた課題等 現状のまま維持する

消防団の活動に供する消防車両の運転に必要な準中型自動車免許の取得に要する経費に対し、要綱に基づき補助するものであるが、当初予定していたよりも交付
対象者が少ない状況である。

翌年度予算の要求方針（改革・改善案等） 現状維持

消防団の活動において必要な資格であることから、引き続き補助を継続していく。

Ⅵ　事後評価

準中型免許が必要な消防車両を消防団員が運転できるよう、今後も継続的な資格取得が必要である。



細事業名

施策

担当課

数値

当初予算額 現執行額 決算額

－

－

－

－

令和〇年度 令和〇年度 令和〇年度中間値 令和〇年度 令和〇年度

目標値 ―

実績 ―

妥当性 有効性 効率性

事業の方向

予算の方向

作成担当者 最終評価責任者

作成担当者 最終評価責任者

令和〇年度　事務事業評価表

I 基礎情報

事業名（行目名称）

Ⅱ　事務事業の実施概要

総合
計画

フィールド

基本計画

Ⅳ　指　標

目　的
（どんな状態にしたいのか）

Ⅲ　投入費用

実施年度
令和〇年度

決算額（千円）

令和〇年度（千円） 令和〇年度事業の主な経費（千円）※当初予算ベース

経費

事
務
事
業
内
容

対　象（誰・何を）

手　段
（どうやって）

財
源

県・国支出金

地方債

その他

一般財源

成果 総合評価（令和〇年度）

成果指標名（計算式）

Ⅴ　事中評価

評価視点

事業が半年経過し生じた課題等

翌年度予算の要求方針（改革・改善案等）

Ⅵ　事後評価

事中評価

事後評価


